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優良な新品種が支える我が国農業の競争力

・ 単位収量の向上

・ 病虫害に対応

・ 優良な耐候性

・味や外見が消費者
の嗜好に適合

・ 流通上の課題
（高い日持ち性、
傷がつきにくい）
に対応

優良な品種開発
通常の1.5倍となる800kg/10a以
上の収量を期待できる極多収米
「とよめき」

超多収米

渋皮が簡単に剝けて、調理も簡単
な画期的な和栗「ぽろたん」

むきやすい栗

耐冷性に加え、過去

にない良食味を実現し、

後のブランド米開発

にも繋がった水稲

「きらら397」

寒さに強く美味しい米

従来品種の弱点であった黒斑病
に強い梨

「ゴールド 二十世紀」

病害に強い梨

我が国農業の競争力

○ 労働⼒不⾜の課題を解決するため、スマート農業の需要が⾼まるなど知的財産の重要性が増す中、農業
におけるイノベーション創出が我が国農業の発展を促すことに繋がる。

○ 種苗はそういったイノベーションの源泉の⼀つであり、我が国農業を⽀える戦略物資である。
○ 環境や消費者の嗜好に合った品種の開発が常に⾏われることで、⽣産性の向上や付加価値の増加に繋が
り、農業者にも消費者にも利益。

とよめき
ひとめぼれ コシヒカリ
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主な新品種の例

育成者：新潟県

品種登録：2000年12月22日
特 徴：コシヒカリの食味の良さはそのまま、い

もち病に対する抵抗性遺伝子をもつ品種。

いもち病は稲収量の減収と食味の低下に繋がる深

刻な病害であり、特にコシヒカリはいもち病に弱い

が、本品種ではそのリスクが回避されるため、生産

者から強く支持されている。また、従来のコシヒカリ

栽培時に防除目的で使用されていた農薬の使用

量も減少することが可能。

コシヒカリ新潟ＢＬ
おいしさを保ったまま、

病気に強い稲

育 成 者：（国研）農研機構

品種登録：2005年6月22日
特 徴：通常の品種より約20℃低い温度で糊化（でんぷ

んがのり状になること）するでんぷんを含み、短時間の調

理でも甘くなる青果・加工用サツ

マイモ品種です。加熱調理中の

デンプンの糊化及び糖化（でん

ぷんが麦芽糖に分解され甘くな

ること）が早いため、電子レンジ

で調理しても食味が良いです。

クイックスイート
簡単に焼き芋が

できるさつまいも

育 成 者：福岡県
品種登録：2005年1月19日
特 徴：福岡県農業総合試験場で
育成されたイチゴで、「あかい・まるい・
おおきい・うまい」の頭文字を並べて
「あまおう」と愛称（商標登録済）で呼
ばれています。大きさや色はもちろん、
食感の良さと濃厚な味わいが評判に
なっています。国内だけでなく、香港や
台湾にも輸出されています。

福岡Ｓ６号（あまおう）
あかい・まるい・
おおきい・うまい

育 成 者：個人育種

品種登録：1993年3月10日(2002年3月12日失効)
特 徴：「千秋」に「つがる」を交配し、長野県中野市で

育成された品種。黒っぽい赤色の果皮色が特徴的。果肉

はややかため。甘味と酸味が調和し

濃厚な食味で市場評価も高く、育成

地長野県では栽培の基幹として生産

振興を図る品種として指定されるな

ど、国内の中生りんごの主力品種と

なっている。

秋映
秋のリンゴの主役

あき ばえ

せんしゅう
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○ 一般品種にない新しい特性

○ 品種登録の要件

種苗法に基づき、登録の要件を満たすもの

として登録されたもの。

○ 育成者権は25年(木本は30年)

種苗法で保護対象となる新品種

登録品種
（新品種）

○ 在来種（伝統野菜など、地域で代々受け

継がれてきた品種）

(例：「聖護院大根」、「下仁田ねぎ」、 「丹波黒大豆」

等)

○ 開発後に品種登録されたことがない品種

(例：「ふじ」、「コシヒカリ」、「桃太郎(トマト)」等)

○ 登録期間が切れた品種

(例：「きらら397」、「紅秀峰(サクランボ)」等)

一般品種

誰でも自由に利用可能育成者が種苗法に基づき品
種登録することで育成者権
を保護（知的財産制度）

・ 良食味（高い糖度、良食感 等）

・ 高い栽培適性（多収性、耐候性、耐病性 等）

・ 高い機能性（高い機能成分の含有量、加工適性

等）
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【２ 植物新品種の保護の必要性】

ここを中心に検討



（参考）主な野菜における登録品種の割合

登録品
種数 割合 主な登録品種 全品種数 主な⼀般品種

カブ 3 1.7％ 181 ⼩姫、聖護院、東京⻑、⾶騨紅、スワン、とよしろ、春こい、雪
あかり、早⽣⼤蕪

キャベツ 4 0.7% 600 あさしお、渥美、札幌⼤球、夏早⽣、信州、紫丸、ふゆあま、
いろどり、楽園、冬の陣、デリシャス、彩⾳

キュウリ 18 4.0％ フリーダム 448 ⻘⻑地這、加賀太、さつきみどり、四川、四葉、シャキット、セレ
クト、夏みどり、夏すずみ、緑さんご、麗⼈

ダイコン 15 2.0％ サラホワイト 734 あじまるみ、おでん⼤根、紀州、三太郎、⼤吉⼤根、春若、夏
凪、冬⾃慢、健⽩、冬美⼈、⻑⾹太、与作

トマト 107 17.4％ すずこま、フルティカ 615 アイコ、イエローキャロル、桃太郎、ピンキー、ファースト、ふりこま、
宝寿、りんか409、麗容、レッドオーレ、レッドボーイ

ナス 20 8.2％ あのみのり 245 ⿊陽、南部⻑、紫御前、加茂、ドカンチョ、とげなし千両、⻑緑、
⻑岡⻑、梵天丸、⼤和⿊、早⽣⼤丸

ニンジン 0 - 294 ⾦時、信州、夏紅五⼨、⾦美、ひとみ、ベターリッチ、⽢美⼈、
オランジェ、京くれない、三⼨⼈参

ブロッコリ― 2 1.1％ 184 エクセル、グリーンドーム、さきどり、サマードーム、サミット、妙緑、
チャレンジャー、マグナム、ピクセル、プライム、緑鱗

ホウレンソウ 0 - 414 次郎丸、バイキング、アクセラ、⽇本、オーライ、エスパーダ、サラ
ダあかり、ハンター、プライド、マルス、メドレー

メロン 35 6.8％ アールス輝、イバラキング 511 アールスフェボリット、アンデス、アムス、オトメハニー、キンショウ、ク
インシー、タカミ、タカミレッド、ペルル

※品種数は「野菜名鑑2019年版」に掲載されている品種数
※有効登録品種数は農林水産省品種登録データベース（2018年3月時点） 5
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品種開発には多くのコストが必要

○ (国研)農業・⾷品産業技術総合研究機構が開発したブドウ品種「シャインマスカット」は⽪ごと⾷べられる⼿
軽さと優れた⾷味が特徴であることに加え、種なし栽培も容易。⻑野県、岡⼭県をはじめ、東北から九州まで
広く普及し、栽培⾯積は過去５年間で10倍に増加。(H20：57ha→H27：993ha)

○ 育成には交配試験開始から18年、親系統となる「安芸津21号」の育成から数えれば33年かかっている。

スチューベン（米国開発）

マスカットオブアレキサンドリア（北アフリカ在来種）

安芸津21号
（農研機構）

シャイン
マスカットカッタクルガン（ウズベキスタン在来種）

フレームトーケー（欧州系在来種） 白南
（国内民間）

ネオマスカット
（国内民間）

甲斐路
（国内民間）

【育種経過】

・ 1973年に良食味で低労力で栽培可能な品種育成を目

標として農研機構が「スチューベン」と「マスカット

オブアレキサンドリア」の交配により「安芸津21号」

を育成したが、普及対象として選抜されず。

・ 「安芸津21号」を用い、交配(1988年～1990年)を続

け「白南」との交配から得られた個体(115個体)から

１個体を選抜。

・ 1999年から全国で選抜株の栽培試験

・ 2003年に新品種候補として選抜。

・ 2006年3月に種苗法に基づき品種登録

・ 2007年秋より苗木販売

交配により
「安芸津21号」を育成………1973年

「安芸津21号」
の後代育成開始 …………1988年

苗⽊販売開始………2007年

選抜株の全国栽培試験………1999年

新品種候補として選抜………2003年

品種登録………2006年

33年

18年

「シャインマスカットの系譜」「シャインマスカットの系譜」
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甲州三尺（由来不明）

マスカットオブアレキサン
ドリア（北アフリカ在来種）
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種苗法による品種登録と育成者権の付与・保護

利用者 無断利用

新たに植物品種を育成した者は、国に登録することにより、知的財産権のひとつである「育成者権」を得て、登
録品種の種苗、収穫物、加⼯品の販売等を独占できる。

利用料
許諾

侵害への対応

（差止請求、損害賠償請求等）

新品種の育成者

育成者権
権利の存続期間：

２５年（木本の植物は３０年）

登録品種の「種苗」、「収穫物」等を、
業として利用する権利を専有

登録品種
（新品種）

農林水産省

審査

「区別性」、「均一性」、
「安定性」等を確認

出 願

権利付与 品種登録
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【３ 種苗法について】

栽培試験等を実
施

(国研)農研機構
種苗管理セン
ター



１９６１（Ｓ３６年） UPOV条約の成立

１９７８（Ｓ５３年） 種苗法の制定

１９８２（Ｓ５７年） UPOV条約（１９７８年条約）締結

１９９８（Ｈ１０年） 種苗法の全部改正

UPOV条約（１９９１年条約）締結

２００３（Ｈ１５年） 種苗法一部改正

①罰則の対象範囲の拡大（種苗段階に加え、収穫物段階での権利侵害に拡大）

②罰則の引上げ

２００５（Ｈ１７年） 種苗法一部改正

①加工品への育成者権の効力拡大

②育成者権存続期間の延長（果樹等の永年性植物 25年→ 30年、その他の植物 20年 → 25年）

２００７（Ｈ１９年） 種苗法一部改正

①権利侵害に対する救済の実効性向上（民事訴訟法の特則の充実）

②罰則の引上げ

③表示の適正化（品種登録表示の努力義務化、虚偽の品種登録表示の禁止、登録品種の名称変更

命令の申立て制度の創設）

種苗法の沿革
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優良な品種の持続的な利用につながる循環

一般品種による生産の循環新品種開発の循環

品種開発者
（都道府県、民間事業者、国等）

適切な対価

・ブランド産地化
・高付加価値化
・安定生産

一般品種は誰でも自
由に利用可能

自家増殖

収益

評
価

自家増殖
（一部制限）

品種開発に多くの
費用と時間を投資

高収益

消費者

新
品
種

(

農
産
物
）

○ 新品種開発の利益が、⼀定期間に限って開発者に還元され、新品種の開発のインセンティブを確保するこ
とが農業者による優良品種の持続的な利⽤のために必要。

【３ 種苗法について】

その他の

種苗業者

一
般
品
種

(

農
産
物
）

農業者
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農業者の選択

・
在
来
種
や
古
い
品
種

・
育
成
者
権
の
切
れ
た
元
新
品
種

権利は
一定期間
に限定

新
品
種(

種
苗
）

新品種開発の素材として
活用（選抜、交配等）

自由な利用
が可能に

一
般
品
種(

種
苗
）



種苗法における登録品種の自家増殖の取扱い

・ 在来種(地域で代々受け継がれてきた品種) 

(例：「聖護院大根」、「下仁田ねぎ」、「丹波黒大豆」等)

・ 開発後に品種登録されたことがない品種

(例：「ふじ」、「コシヒカリ」、「桃太郎(トマト)」等)

・ 登録期間が切れた品種

(例：「きらら397」、「紅秀峰(サクランボ)」等)

・ 育種(品種開発)目的の利用(登録品種も含む)

・ 家庭菜園等の趣味（自家用）の利用

・ 栄養繁殖をする植物に属する植物で省令指

定されていない植物

・ 栄養繁殖をする植物以外の品種に属する植

物

自家増殖が制限されない場合

市場や
小売店など

収 穫 物

他の農家や
種苗業者など

最終消費（種苗以外）
目的の譲渡(出荷)

【自家増殖】

収穫物を自
己の経営の
次期作に播
種・育苗

（正規の方法で種苗を入手）

自己の経営地で栽培

種苗への転用目的
の譲渡(出荷)

×
種苗

譲渡

譲渡

収
穫

播
種
・

育
苗

農業者

○ 種苗法においては、植物新品種の開発を促進するため、新品種を登録し⼀定期間(最⻑25年間(⽊本類
は30年間))保護しているが、農業者が登録品種を⾃家増殖することは⼀定の要件の下に認められている。

○ ⾃家増殖とは、農業者が収穫物の⼀部を次期作付⽤の種苗として使⽤することをいう。
○ 種苗法における⾃家増殖の制限の対象となり得るのは新たに開発された登録品種のみ。地域で伝統的
に利⽤されてきた在来種等は制限の対象にならない。

登録品種の自家増殖には育成者権が及ばない。ただし、次のいずれかの場合には、育成者権の効力が及ぶ。
(種苗法 第21条第２項、第３項 関係)

① 種苗法施行規則(別表第三)で定める栄養繁殖をする植物に属する登録品種の種苗。(現在、トマト、バラ、しいたけ等387種類であり、植物毎の実
態を十分に勘案した上で、生産現場に影響のないものから順次指定。)

② 契約で別段の定めをした場合。
10

種
苗
の

購
入

育成者権者等(種苗会社、県、農協、小売店 等)

【３ 種苗法について】



国 自家増殖の扱い 例外作物

EU 自家増殖を認めていな
い（一部例外あり）

飼料作物、穀類、ばれい
しょ、油糧及び繊維作物

オランダ
自家増殖を認めていな
い（一部例外あり）

麦類、ばれいしょ

フランス
自家増殖を認めていな
い（一部例外あり）

飼料作物、穀類、ばれい
しょ、油糧及び繊維作物

（参考）自家増殖を行った場合の育成者の利益の考え方(種苗法・UPOV条約)
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○ 種苗法上、新品種として登録された品種を農業者が⾃家増殖することが原則として認められている。
○ 国際ルールであるUPOV条約上は、⾃家増殖には原則育成者権が及ぶとされており、例外として⾃家増殖
を認める場合には、育成者の正当な利益を保護することを条件としている。

○ 登録品種について⾃家増殖と育成者権のバランスが重要

主要先進国の登録品種の自家増殖の扱い【種苗法】

第21条（育成者権の効力が及ばない範囲）

２ 農業を営む者で政令で定めるものが、最初に育成者権者（中
略）により譲渡された登録品種（中略）の種苗を用いて収穫物を
得、その収穫物を自己の農業経営において更に種苗として用い
る場合には、育成者権の効力は、その更に用いた種苗、これを
用いて得た収穫物及びその収穫物に係る加工品には及ばな
い。ただし、契約で別段の定めをした場合は、この限りでない。

３ 前項の規定は、農林水産省令で定める栄養繁殖をする植物に
属する品種の種苗を用いる場合は、適用しない。

【植物の新品種に関する国際条約（ＵＰＯＶ91年条約）】

第14条 育成者権の範囲

保護される品種の種苗に関する次の行為は、育成者の許諾を必要とする。
・ 生産又は再生産、増殖のための調整、販売の申出、販売その他の商業目的による譲渡、輸出、輸入

第15条 育成者権の例外

(２) [任意的例外] 第14条の規定にかかわらず、各締約国は、合理的な範囲内で、かつ、育成者の正当な利益を保護す
ることを条件として、自己の営農地において栽培して得た収穫物を、自己の経営地において増殖目的で使用することが
できるようにするために、いかなる品種についても育成者権を制限することができる。

【３ 種苗法について】



種苗法における稲・麦・大豆種子の取扱い

稲・麦・大豆の種子 その他の種子・種苗

新品種の開発
（品種登録による
知的財産権保証）

種子の品質の確保

種子の表示

品種登録（全ての植物が対象）

○ 優良な品種の決定や
原種・原原種の生産等

→ 都道府県で条例、要綱、要領
等を整備し引き続き実施

○ 種子品質の確保
→ 稲、麦類及び大豆種子の生産
等の基準を種苗法の下で規定

稲・麦・大豆種子の生産等の基準を規定
（H30.4から）

○ 種苗法は、農林⽔産植物の全般にわたる新品種の保護のための品種登録に関する制度と、種苗の品質
や表⽰に関する規制を定めた法律。

○ 平成30年４⽉に、稲・⻨・⼤⾖の種⼦について、優良な品種を決定するための試験や原種・原原種の⽣
産等を都道府県に対して⼀律に義務づけてきた主要農作物種⼦法を廃⽌したことに伴い、同法で規定して
いた種⼦の⽣産等の基準について種苗法で規定。

表示すべき事項を規定

→ 稲麦大豆については都道府県（県域）、種苗管理センター（広域）で確認
その他種子については種苗管理センターで確認

【３ 種苗法について】
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野菜種子の生産等の基準を規定

(H30.3まで)
主要農作物種子法

都道府県に対して優良
な品種を決定するため
の試験や原種・原原種
の生産等を一律に義務
づけ

（H30.4から）
主要農作物種子法廃止



新品種の出願数の減少
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【各国における国内登録出願数の推移】

(件)

EU

中国

⽶国

⽇本

韓国

4004

2763

628

822

611

出典：UPOV
※”Residents”を国内出願分として集計

出

願

数

811
708

380

1016

2316

我が国の品種
出願数の低下

○ 我が国の出願はこ
の10年で４割減少

○ 現在は、中国、韓
国よりも品種出願数
にも及ばない状況

○ 環境や消費者の嗜好に合った品種の開発が常に⾏われることにより、⽣産性の向上や付加価値の増加に
繋がり、農業者にも消費者にも利益。

○ 優良な新品種は我が国農業の強みの源泉でもあるので、我が国では新品種の出願数が減少傾向にあり、
⽇本農業の競争⼒にも影響が懸念。
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【４ 課題①：品種出願数の減少】



・ シャインマスカッ
トは我が国で育成
されたブドウ品種

・ ⽢みが強く、⾷味
も優れ、⽪ごと⾷
べられることか
ら、⾼値で取引

・ 輸出産品としての
期待も⾼い

苗⽊が
海外に流出

【韓国】

我が国で開発された優良品種の海外流出
【５ 課題②：種苗の海外流出】

【国内】

・「陽光バラ」「陽光玫瑰」
「⾹印翡翠」等の名称での
販売を確認

※ 「香印」はシャイン（xiāng yìn)と発音される。

・「⾹印」を含む商標の出願
（⾹印⻘提、⾹印翡翠）が
判明

・⽇本原産として、⾼値で苗
⽊取引

中国産「陽光バラ」
（約490円/パック）

「中国産」香印翡
翠（約1,357円/kg）

タイ市場で発見された
中国産「陽光バラ」

・韓国国内でのシャインマス
カットの栽培、市場での販
売を確認 タイ市場で発見された韓国

産「ＳＨＩＮＥ ＭＵＳＣＡＴ」

【中国】

⽣産物が
更に輸出

・タイ市場で中国産、韓国産
シャインマスカットの販売
を確認

・⾹港市場で中国産、韓国産
のシャインマスカットの販
売を確認

・マレーシア、ベトナム市場
で韓国産シャインマスカッ
トの販売を確認

【東南アジア等】
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※ 農林水産省委託事業調べ（一部情報については農林水産省調べ）



阳光玫瑰
簡体字

陽光玫瑰
繁体字

陽光レーズン
繁体字

阳光 玫瑰葡萄
簡体字

陽光バラ
日本語

しこく香印青レーズン
日本語

香印翡翠
shine Muscat

日本香印青葡萄

陽光バラ

日本語

阳光玫瑰

簡体字

陽光玫瑰

繁体字

香印青

レーズン

日本語

香印翡翠

shine 

muscut

日本香印

青葡萄

店舗数 17 23 2 2 2 1

17

23

2 2 2 1
0

5

10

15

20

25

シャインマスカット発見店舗数

静岡晴王(箱と中の商品） 晴王の葡萄

山雅晴王 晴王（箱には記載がないが中のブドウに
「晴王」のシール

静岡晴王
晴王の葡

萄
山雅晴王 晴王

店舗数 13 5 2 4

0

5

10

15

晴王発見店舗数

○ 中国に流出したシャインマスカットは各地で栽培され様々な名称で販売。
○ 日本のブランド名でもある｢晴王」の名称で販売されている。
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【５ 課題②：種苗の海外流出】

※ 農林水産省委託事業調べ



（参考）植物品種（育成者権）侵害の対策

植物品種等海外流出防止総合対策事業

海外における監視の取組

農林水産省

・中国等海外における流出実態の把握

－現地での農産物販売状況調査、カタログ
等による種子販売状況調査

・コンソーシアム会員からの情報提供・侵害対
応相談

植物品種等海外流出防止対策コンソーシアム

海外における品種登録出願

迅速な育成者権侵害への対応を可
能とするため、DNAマーカー等を用
いた品種識別技術の実用化推進

海外出願
相談･支援

申請

植物品種等海外流出防止対策コンソーシアム

出願経費
の支援

（定額･1/2）

・主要マーケット又は模倣リスクの高い国において
は、知的財産権を戦略的に取得し、市場における不
法な流通を防止することが必要

海外における権利侵害への対応

植物品種等海外流出防止対策
コンソーシアム 侵害対応経費の支援（2/3）

・侵害の事実確認（DNA鑑定等）

・栽培差止請求等

育成者権者

育成者権者（侵害を受けている可能性）

侵
害
の
懸
念
が

あ
る
品
種
を

優
先
的
に
支
援

【平成31年度予算概算決定額 100（95）百万円】
（平成30年度第2次補正予算額 1,680百万円の内数）
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【５ 課題②：種苗の海外流出】
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